
指標：

事務事業の
性格

類型

平成 19 年度 終了(予定)時期 平成 年度 会計区分

　Ⅰ-２　投入量

No. 区分 H20年度決算 H21年度決算 Ｈ２２年度決算 H23年度予算 H24年度予算

① 　事業費 （千円） 13,027 10,356 9,271 7,000 7,000 
（千円） 13,027 10,356 9,271 7,000 7,000 

①’ 委託料

② （％）

③ 　人件費（24年度は見込） （千円） 7,639 6,832 6,050 5,985 5,657
職員(課長級） （人） 0.08 0.08 0.06 0.04 0.04
職員(課長補佐級、係長級） （人） 0.26 0.21 0.14 0.14 0.14
職員(係員） （人） 0.46 0.44 0.48 0.50 0.46
嘱託職員等人件費 （千円）

④ 　年間経費（①＋③） （千円） 20,666 17,188 15,321 12,985 12,657 
⑤ 　特定財源（市税等の一般財源以外） （千円）  10,356 9,271 7,000 7,000 

（千円）

（千円）

その他( )（千円） 　 10,356 9,271 7,000 7,000 
⑥ 　京都市年間負担経費（④－⑤） （千円） 20,666 6,832 6,050 5,985 5,657 
⑦ 　受益者負担率（受益者負担分÷④） （％） 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

所管局部課等
事務事業名

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ

　各区役所から，自治組織，市民団体に対し，事
業助成を行っている。

委託(補助)先の名称，委託(補助)の内容

業務運営方法

 □ 直営

 □ 部分委託

 □ 部分補助等

２２決算額
（千円）

２３予算額
（千円）

今後の方向性 ２４予算額
（千円）

目標達成度評価

7,000 

補助事業数

7,000 9,271 
現状のまま継続

213-4930

 □ 全部委託

循環企画課長 牧村 雅史

(連絡先)

各区環境パートナーシップ事業

受益者負担分(使用料, 手数料等)

 ■ 全部補助等

各区環境パートナーシップ事業実施要綱 □　義務的事業　　■　任意的事業

２　事業補助

■　一般会計　　　□　特別会計

①市民活動団体の有するノウハウを活かして，先駆的に実施することにより，市民の身近で多様なニーズに応
えていくこと。
②市民活動団体の環境まちづくりに関する意識高揚を図り，自立的な活動が活発化すること。
③市民の目線で考える新たな施策を生み出すこと。

A　一般型（平成２２年度分）

通常評価

平成23年度

Ⅰ　事業の概要

　京都市内の自治組織，市民団体等

（誰を，何を）

環境政策局循環型社会推進部循
環企画課

(評価票作成者)

実施根拠
(法令，条例，
規則，要綱等)

事務事業評価票 1030017No.

開始時期

目　　的

対　象

　Ⅰ-１　事業の概要

年間経費等推移

（どのような手段で）

負担金補助及び交付金（助成金）

（どのような状態にしたいのか）

　市民のごみ減量・リサイクルやまちの美化，低炭素化を目的とした身近な取組を推進するため，これらに寄
与する自治組織や市民団体等が，区役所と協働して実施する取組に対し，助成を行う。活　動

内　容

基金繰入金

事
業
概
要

　委託料が事業費に占める割合（①’÷①）

国庫・府支出金

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%110%120%

H20年度

H21年度

Ｈ２２年度

かなり悪い 悪い 普通 良い かなり



２/２　ページ

事業名

　Ⅱ-２　業績評価（Ⅱ-１　市民と行政の役割分担評価は「通常評価」のため省略）

単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度 H23年度 H24年度

件 53 39 43 23 25
件 39 43 39
％ 73.6% 110.3% 90.7%

評価 普通 かなり良い 良い

 

％

評価

総合評価

指標名 適用年度 単位

指標名 適用年度 単位

No. 単位 H20年度 H21年度 Ｈ２２年度

① 件 39 43 39 
② 千円 20,666 17,188 15,321 
③ 円/単位 529,892 399,709 392,842 
④ -24.6% -1.7%

＜現状分析，今後の方針等＞

Ｃ 市民参加度

＜調査の有無＞ ＜調査結果，現状分析等＞

＜調査方法＞ ＜調査時期＞

＜現状分析，今後の方針等＞

Ⅲ　今後の方向性

平成２３年度
の実施状況

現状のまま継続

（今後の方向性の理由及び具体的な内容）

　ごみの減量やリサイクル，まちの美化，低炭素社会の実現などを目的とした身近な取組を推進するた
め，市民活動団体と区役所・支所が連携して実施する取組に対して引き続き助成を行っていく。

　地域の環境保全に向けて，市民団体と区役所とが共に力を合わせ実施していく２５の事業に対し助成を実施した。
助成事業の内容は，不法投棄対策，まちの美化活動，環境学習会，グリーンツーリズムの推進などである。

市会・監査・
外部機関等か
らの指摘

評価段階　□高　□中　□低　■無

Ｄ 市民満足度
　□有　　■無　　□該当しない

　本事業は，市民活動団体と区役所との協働により実施される取組に対する助成制度で
あるため，企画段階及び実施段階での市民参加度は高い。

Ｅ 環境保全
及び環境負荷
軽減の要素

実施段階　□高　■中　□低　□無

企画段階　□高　■中　□低　□無

 ■　環境　　□　関連　　□　一般 　環境保全及び環境負荷の低減を目指した地域活動を活性化するための事業である。

分　　析

かなり良くなった 良くなった
＜コスト変動の理由等＞

平成２１年度と比べ，平成２２年度の経費が減少したため効率性が良くなった。

指標の種類

指標２

区分

目標値設定の考え方

指標２

指標１

　予算の範囲内でより効果の高い取組に対して助成を
実施していく。平成２２年度の目標値は，平成２１年
度の実績値としている。平成２３年度は，事業が分割
されたため，目標値の数字が減少している。

　市民活動団体と区役所の協働（補助）事業数が，地域に密着した本
取組の広がりを測るうえで，最も適当であると考えられるため

目標値　…①

実績値　…②

目標達成度（②÷①）

□ 有　■ 無

分　　析

＜実績値の変動理由等＞

　安定的に事業が運営されており，大きな数値の変動は生じていない。

指標変更
の有無

各区環境パートナーシップ事業

Ａ 目標達成度

目標達成度（②÷①）

指標名

指標１
補助事業数

指標の種類

平成23年度
（平成２２年度分）

Ⅱ　評価結果

増加することが良いとされる指標

区分

目標値　…①

実績値　…②

Ｂ 効率性 年間経費（事業費及び人件費の合計額）

指標の選択理由

指標変更
の有無

□ 有　■ 無

単位当たり経費変動率

評価

 

単位当たり経費（②÷①×1,000円）

補助事業数


